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静粛超音速機技術の研究開発に関するJAXA計画（案）

科学技術・学術審議会

研究計画・評価分科会 航空科学技術委員会

第1回 静粛超音速機技術の研究開発 推進作業部会

平成１８年１０月１６日
宇宙航空研究開発機構
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JAXAにおける次世代超音速機技術の研究開発

1997

開発

2000 20011998 1999 2002 2003 2004

飛行実験準備

第1回飛行実験（失敗）

改修設計・製作

航空科学
技術委員会
におけるレビュ

2005

凍結

基本設計

小型超音速実験機
（NEXST-1) 

小型超音速実験機
（NEXST-2）

2006 2007 2008 20102009 20122011
静粛超音速研究機

開発 飛行実験

無推力
ロケット打上

ジェット推進
空中発進

ジェット推進
自動離着陸

第2回飛行実験

先進コンピュータ設計技術
の飛行実証計画検討

○
実

機
に

近
い

シ
ス

テ
ム

へ

○経済性の追求から、経済性と環境適合性の両立へ
○コンピュータ設計技術の部分形状設計への適用から、全機形状設計への適用へ

2013

静粛超音速機技術の研究開発小型超音速実験機の開発・飛行実験
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本 研 究 開 発 の 概 要

（１）経済性と環境適合性を両立する独自機体コンセプトの飛行実証
低ソニックブーム・低抵抗機体コンセプトの研究機開発と飛行実証

（２）コンピュータ設計技術の高度化と全機形状設計への適用
高忠実度なコンピュータ設計技術（ＣＦＤ、ＣＡＡ等）の開発
多分野統合解析技術、多目的最適化設計技術の機体設計への適用

（３）超音速機技術の高度化
航空機としてほぼ全ての機能を有する機体システムによる実証
静粛超音速機技術（空力、構造、推進技術）に関する技術研究の推進

研究機開発・
飛行実験

技術研究

研究機の開発 飛行実験

超音速機技術開発研究

・優位技術の獲得・アピール
・技術成熟度の向上

・長期的な視野に立った要素
技術研究

小型SST実現技術レベルの達成

「静粛超音速機技術の研究開発」の目的

将来航空輸送のブレークスルーとしての超音速旅客機の実現を目指して

静かな超音速旅客機の実現に必要な鍵技術の技術レベルを向上させる
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研 究 開 発 の 技 術 目 標

大型SSTの実現に必要な重要技術課題の克服を視野に入れつつ

本プロジェクト終了時に小型SSTの実現を可能とする技術目標を達成し、

小型SSTの実用化判断を可能にする。

小型超音速旅客機（参照機体）の仕様

機体仕様 : 小型超音速旅客機 30 – 50席
飛行マッハ数 1.6 – 2.0 
航続距離 >3,500nm 
最大離陸重量 65 – 70 トン

技術目標

ソニックブーム低減 :  低減率50% （0.5 psf以下）
揚抗比改善 :  8.0 以上 （巡航マッハ数 2.0）
軽量化 :  コンコルド技術に対して12% 軽減（暫定）
離着陸騒音低減 :  機体遮蔽により3dB低減 （ICAO Chap.4を十分に満足）

研究項目

コンピュータ設計技術 : 高忠実度な多分野統合解析技術（CFD/CAA等）、多目的最適化設計技術等

空力技術 : 低抵抗・低ソニックブーム機体設計技術、騒音遮蔽機体設計技術、
ソニックブームの受容性評価、高揚力装置、境界層制御技術等

構造・材料技術 : 耐熱複合材構造技術、空力弾性等

推進技術 : 軽量低騒音ノズル技術、高効率インテーク等
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技 術 項 目 と 実 証 ・ 検 証 手 段

ソニックブーム
強度の半減

揚抗比
8.0以上

騒音基準
Chapter4満足

（遮蔽効果3dB低減）

構造・装備重量
12%低減

造波抵抗低減

誘導抵抗低減

摩擦抵抗低減

構造重量低減

エンジン騒音低減

装備重量低減

複合材構造適用技術

騒音遮蔽機体設計

ノズル技術

インテーク技術

層流化技術

乱流摩擦制御技術

主翼ワープ設計

離着陸性能改善技術

翼胴・推進系統合設計

（*暫定値）

翼断面最適化

平面形最適化

層流域拡大

乱流摩擦低減

断面積分布最適化

体積分布最適化

揚力分布最適化

低ソニックブーム設計

排気速度低減

騒音遮蔽

経路角向上

機体構造軽量化

推進ｼｽﾃﾑ軽量化

後端ソニックブーム低減

先端ソニックブーム低減

先進飛行制御技術

飛行実験と
風洞試験

実大部分構造試作等

風洞試験等

エンジン試験等

模型機飛行実験等

風洞試験等

風洞試験等

模型機飛行実験等

３次元翼設計

低ソニックブーム・低抵抗設計

多
目
的
最
適
化
設
計
技
術

多
分
野
統
合
解
析
技
術

実証・検証手段技術課題目標

飛行実証

技術研究
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静粛超音速研究機の開発・飛行実験の概要

低ソニックブーム設計効果とそのロバスト性の確認を行う飛行実証の実施
飛行実験概要 :  離陸～超音速飛行～着陸までの自律飛行を行い、ソニックブーム計測、離着陸騒音計測等を実施

飛行実験回数 :  低ソニックブーム設計効果とそのロバスト性を確認するために必要な回数（20～30回）を確保

②
⑥

④
⑤

①
進出距離： 約200km

①離陸 ④試験
②上昇 ⑤巡航
③加速 ⑥降下・着陸

燃料消費量 ：約600kg 
飛行時間 ：約17分

ミッションプロファイル概要

③

高度システム統合技術
（離着陸～超音速飛行を可能とする無人機システム）

翼胴一体の低ソニックブーム・低抵抗機体

（ソニックブーム 強度半減）

騒音遮蔽機体コンセプト
（エンジン上方配置による騒音遮蔽）
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技 術 研 究 計 画

遺伝的ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ・応答曲面法等を組み合わせたﾂｰﾙの開発・高度化を行い、研究機・実機SST
の低ｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑ・低抵抗設計に適用して風洞試験・飛行実験によりﾂｰﾙの実用性評価を行う。

①多目的最適設計ツール
多目的最適化

設計技術

軽量な低騒音可変ノズル設計を行い、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ及び地上ｴﾝｼﾞﾝ試験等により性能評価及び可
変機構・制御技術の実証を行い、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ及び試験ﾃﾞｰﾀ補正等により実機性能を評価する。

①低騒音可変ノズル技術ノズル技術

①空力・構造統合解析ツール

（含：ﾌﾟﾛｾｽ自動化環境）

②空力・音響統合解析ツール

①高精度航法誘導制御技術

①インテーク可変制御技術

①耐熱複合材特性評価

②複合材構造製造技術

③空力弾性予測技術

①高揚力装置技術

②低速高迎角CFD技術

①層流化技術

②乱流摩擦制御技術

①騒音遮蔽機体ｺﾝｾﾌﾟﾄ

②騒音予測技術

①低ｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑ・低抵抗機体ｺﾝｾﾌﾟﾄ

②ｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑ計測技術

③ｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑ伝播解析技術

④ｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑ受容性評価

研究項目

実機SST用の混合圧縮型可変制御ｲﾝﾃｰｸ設計を行い、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ・風洞試験等により空力性能
評価及び制御技術実証を行い、実機SSTにおける性能評価を行う。

インテーク技術

耐熱複合材（ポリイミド系樹脂）について180℃までの耐熱性・機械特性ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを構築するとと
もに、SST実機の複合材構造様式検討及び製造技術開発を実大部分構造試作試験等により技

術実証を行う。また、ﾌﾗｯﾀ特性等の空力弾性予測ﾂｰﾙの開発・高度化、風洞試験等によりﾂｰﾙ
検証を行い、SST実機のﾌﾗｯﾀ特性評価を行う。

複合材構造適用技術

SSTの低速性能改善を目的として前・後縁ﾌﾗｯﾌﾟの形状設計を実施し、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ及び風洞試験
により検証する。またこれに必要な低速高迎角状態のSST周りの流れを高精度に解析するﾂｰﾙ
の開発・高度化を行い、これを用いてSST実機での低速性能評価を行う。

離着陸性能

改善技術

自然層流翼設計・解析ﾂｰﾙの高度化・汎用化、自然層流機首・胴体設計ｺﾝｾﾌﾟﾄ研究及びその設
計・解析ﾂｰﾙの開発・高度化を行うとともに、これらﾂｰﾙによるｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ及び風洞試験等により
SST実機での性能評価を行う。またﾘﾌﾞﾚｯﾄ等乱流摩擦制御については超音速域における効果
検証を風洞試験等により行い、SST実機への適用性評価を行う。

抵抗低減技術

騒音遮蔽機体ｺﾝｾﾌﾟﾄの適用設計を実施してその効果をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ、小型模型機・研究機による
飛行実験等によって、騒音遮蔽設計効果の検証を行う。また騒音予測（騒音特性・伝播特性）ﾂｰ
ﾙの開発・高度化を行い、これを用いてSST実機での騒音遮蔽性能評価を行う。

騒音遮蔽設計技術

空力・構造、空力・音響の２分野統合解析ﾂｰﾙの開発・高度化を行い、研究機・実機SSTの機体

設計に適用して風洞試験・飛行実験等によりﾂｰﾙの検証を行うとともに、空力・構造統合解析の
高効率化に必要な構造ﾓﾃﾞﾙ自動生成等のﾌﾟﾛｾｽ自動化の統合解析環境を構築する。

多分野統合

解析技術

離着陸から超音速巡航の完全自律飛行制御を可能とする航法誘導制御技術の開発を行い、特
に不安定な低速域での制御能力を小型模型機の飛行実験により実証する。

飛行制御技術

低ｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑ・低抵抗機体ｺﾝｾﾌﾟﾄの適用設計を行い、その効果をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ及び風洞試験により
検証するとともに、最終的には研究機による飛行実験結果を反映させてSST実機での性能評価

（予測）を行う。併行して飛行効果や大気影響を含む伝播解析ﾂｰﾙの開発・高度化、ｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑ
計測技術開発、及びｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑｼﾐｭﾚｰﾀ整備とこれを用いたｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑ受容性評価に関する研究
を行い、ICAOにおける基準策定作業に反映する。

低ソニックブーム・

低抵抗機体

設計技術

研究概要技術項目
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プロジェクトスケジュールと資金総額

CSTP目標

▲
機構内

事前評価

▲
計画審査

▲
PDR* 

（基本設計審査）

▲
CDR* 
（詳細設計審査）

▲
開発完了

審査

第３次科学技術基本計画 分野別推進戦略の実現目標を達成するためのスケジュール

◇研究開発目標： ２０１２年度までに超音速機のソニックブームを半減する機体設計技術
等を実証し、超音速機開発における世界的な優位技術を獲得する 【文部科学省】

基本設計（平成19年度下期予定）は航空科学技術委員会における評価を受けて着手する

予定

FY2006 FY2007 FY2008 FY2009 FY2010 FY2011 FY2012 FY2013
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

年度

基本設計・詳細設計 製作等

飛行実験

仕様検討

技術研究

総
合
評
価

160億円

20億円

20億円

費用総額試算
200億円

▲
航空科学

技術委員会
事前評価#2  

▲
航空科学

技術委員会
事前評価#1

▲
航空科学

技術委員会
中間評価
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基本方針

All JAPAN 体制で各機関の技術能力・ポテンシャルを有効活用

大学等他機関の積極的参画を促す

責任分担の明確化

プロジェクト会議、設計会議による推進、QCD （品質、コスト、 期限）のバランス管理

研 究 開 発 の 推 進 体 制

開発研究公募・委託又は共同研究

研究機開発・製造、飛行実験支援

研究機開発・飛行実験・
技術研究

開発研究・飛行実験・技術研究

省庁間連携

総合技術研究本部

静粛超音速研究機開発チーム

国内メーカ

大学・研究機関等
航空ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｲﾚｸﾀ

超音速機チーム超音速機チーム超音速機チーム超音速機チーム

航空プログラムグループ

ＪＡＸＡ

外部諮問機関
（航空科学技術委員会等）国土交通省

文部科学省経済産業省

プロジェクト
会議

設計会議
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（３）他機関との積極的な連携

大学等他機関の積極的な参画を促し、各機関の技術能力・ポテンシャルを有効活用する研
究開発

JAXAとメーカのマネージャによるプロジェクト推進のための「プロジェクト会議」を定期的に開
催し、プロジェクト運営と技術の間の乖離を防止

研 究 開 発 方 針

（１）飛行実証と技術研究の併用

飛行実証が不可欠な低ソニックブーム・低抵抗機体コンセプトの研究機開発・飛行実験及び
その開発支援と静粛超音速機技術の高度化のための技術研究を併用した研究開発

（２）これまでの成果の反映

これまでの蓄積した超音速機技術及び無人飛行実験機技術等の成果を活用した研究開発

（４）実証技術に関する時間的優位の確保

国際競争下にある技術課題に関して、技術実証時期を早期に実現することに留意してプロ
ジェクトを推進
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静粛超音速研究機への技術反映

高速推進ｼｽﾃﾑ技術
（インテーク・ノズル技術・エンジン制御）

複合材構造適用技術
（一体成形技術・耐熱複合材）

無人飛行実験技術

自動離着陸技術

高精度誘導航法技術

音源探査技術

超音速自然層流化技術

無人飛行実験技術

航法誘導・飛行制御技術
（低速～マッハ2.0+）

技術研究

ジェット実験機

静粛超音速研究機概念
（無人ジェット機）

耐熱複合材設計技術

その他の
JAXA技術

層流化技術
（TBD）

完全自律飛行制御
（離着陸～超音速）

高速推進ｼｽﾃﾑ
（離着陸～超音速巡航）

低ソニックブーム・低抵抗機体コンセプト

フラップ
（低速性能改善）

騒音遮蔽機体コンセプト

耐熱複合材適用

小型超音速実験機
（無推力）

複合材構造主翼
（TBD）

: 空力技術

: 環境適合技術（騒音）

: 構造・材料技術

: 航法誘導・飛行制御技術

: 推進システム技術

: 機体システム・実験技術

ソニックブーム計測技術

低ソニックブーム設計技術

コンピュータ設計・解析技術

離着陸性能改善技術

空力弾性予測技術

①

②

③

④

⑤

⑥

①

⑥

④

④

④

⑥

③

③

③

⑤

①

②

②

②
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今 後 の 予 定

2007年度本格着手に向けた今後の予定

2006.8 :概念設計（その１）の完了

2006.8 :航空科学技術委員会によるプロジェクトの事前評価#1の実施
•主に研究開発の意義、目的、計画概要について評価

2006.10 ：航空科学技術委員会の下に作業部会を設置 （MEXT）
•JAXAの具体的な計画の策定に反映することを目的として、研究のあり方を審議
•2006.10~2007.5を目処に5回程度開催予定
•産業界、エアライン、大学等からのメンバにより構成

2006.10 :概念設計（その２） （JAXA、メーカ）
•高忠実度な設計を適用
•2007年5月までに完了

2007.7 ：航空科学技術委員会によるプロジェクトの事前評価#2の実施 （MEXT）
•プロジェクトの詳細実施計画の評価

2007.12 ：RFPとプライムメーカ選定 （JAXA）

2008.1 :研究機の基本設計に着手（プロジェクト本格着手） （JAXA）
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（参考） 技術目標の技術レベル（１）（コンコルドとの比較）

コンコルドに比べて半分以下のソニックブーム強度（2012年目標）

小型SSTの陸上超音速飛行禁止を解決

大型SSTの海上超音速飛行を保証

ソニックブーム

S3 : Silent Super Sonic Technology、 静粛超音速機技術（本プロジェクトの略）

性

能

良

機体規模 W/L1/2 （W : lbs   L : ft）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

ソ
ニ
ッ
ク
ブ
ー
ム
強
度

△
P

 (p
sf

) 

0

1

2

3

4

圧
力

時間

強い
先端ソニックブーム

強い
後端ソニックブーム

2回の急激な
圧力上昇に伴う騒音

典型的なN波

圧
力

時間

低減された先端
ソニックブーム

低減された後端
ソニックブーム

圧力上昇ピークを下げる
ことによりソニックブーム

強度半減

低減された
ソニックブーム波形（例）

陸上超音速飛行可能と言われている強度（0.5psf以下）

S3技術（2012目標）
小型SST

コンコルド技
術

大型SST

ドアノック

落雷
海上超音速飛行が許されている強度

（コンコルドの実績）
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（参考） 技術目標の技術レベル（２）（コンコルドとの比較）

空力、構造、推進性能全体を考慮して
算出した航空機の燃費性能

コンコルドの燃費性能を1.5倍向上
（2012年目標）

燃費

0

2

4

6

8

10

12

14

コ
ン

コ
ル

ド
小

型
SST (2

01
2目

標
）

大
型

SST (最
終

目
標

）

１
人

当
た

り
の

燃
費

(k
m

/L
) 

性

能

良

コンコルド技術に比べて、1/200 
以下の騒音（2012年目標）

－空港乗り入れ禁止－を解決

離着陸騒音

地下鉄

削岩機

掃除機

コンコルド

B777

B747-100

B747-400
B707

B767

データ：米国連邦航空局(2002)

超音速エンジン
騒音低減レベル
（ESPRでの実証）

2017目標（約1/1000）

現状レベル（約1/100）

60 

70 

80 

90 

100 

110 

120 

1940 50 60 70 80 90 2000 10 20 30 

就航年

騒
音

レ
ベ

ル
（
dB

A
) 

2012目標（約1/200）

ICAO 航空機騒音の基準

Chapter 2 : 1970年より適用

Chapter 3 : 1979年より適用

Chapter 4 : 2006年より適用

①

②

③

①

②

③
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設計

主要関連試験

製作

飛行実験

ＦＹ２００６ ＦＹ２００７ ＦＹ２００８ ＦＹ２００９ ＦＹ２０１０

マイルストーン

静
粛
超
音
速
研
究
機
の
開
発
・
飛
行
実
験

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平

装備品開発（ソフト含む）、装備品技術確認試験

１号機製作

細部設計 維持設計

基本風洞試験

基礎アンテナ試験

エンジン

ハード／ソフト

基本設計

詳細風洞試験

詳細アンテナ試験

構造要素試験

部分構造試験

飛行実験場調査

飛行実験場契約関連作業

▼中間評価▼事前評価#1

▽ＣＤＲ
▽ＰＤＲ
▽飛行実験場設定 ▽飛行

システム検討（予備設計）

▽開発要求仕様（２次）

エンジン調達

▽搭載エンジン確定▽搭載エンジン候補選定

▼事前評価#2

▽計画審
査

平成２４年度 平成２４年度

ＦＹ２０１１ ＦＹ２０１２ ＦＹ２０１３

平成２３年度

全機地上試験

号機製作

持設計

システム統合試験

燃料系統リグ試験

電源系統確認試験

地上管制装置製作

エンジン制御系統確認試験

／ソフト結合試験

全機静強度試験

操縦・降着リグ試験

飛行実験場整備等

飛行実験（含：準備作業）

▽飛行実験着手

▽ロールアウト

▽飛行実験場利用契約締結

▽開発完了審査

成果評価▼

（参考） 研究機開発・飛行実験スケジュール案詳細
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マ イ ル ス ト－ ン

構
造
・

材
料
技
術

ＦＹ２００６

空
力
技
術
分
野

平 成 ２

ＦＹ２００７ ＦＹ２００８ ＦＹ２００９ ＦＹ２０１０ ＦＹ２

平 成 １８年 度 平 成 １９年 度 平 成 ２０年 度 平 成 ２１年 度 平 成 ２２年 度

研 究 機 ・飛 行 実 験 シ ス テ ム 開 発

研 究 機 ｺﾝｾﾌﾟﾄ評 価 （形 状 設 計 ・風 試 等 に よ る 検 証 ） 研 究 機 開 発 対 応

実 機 ｺﾝｾﾌ ﾟﾄの 適 用 評 価 （地 上 試 験 ・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに よ る 検 証 評 価 ）

ソ ニ ッ ク ブ ー ム 許 容 性 評 価 試 験

実 機 ｺﾝｾﾌﾟﾄ検 討 （形 状 設 計 と 解 析 ）

低 ﾌﾞｰﾑ ・低 抵 抗 設 計 技 術

実 機 ｺﾝｾﾌﾟﾄの 適 用 評 価 （地 上 試 験 /模 型 機 飛 行 実 験 ・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに よ る 検 証 ・評実 機 ｺﾝｾﾌﾟﾄ検 討 （形 状 設 計 と 解 析 ）

騒 音 遮 蔽 設 計 技 術

研 究 機 ｺﾝｾﾌﾟﾄ評 価 （形 状 設 計 と 地 上 試 験 /模 型 機 飛 行 実 験 で の 検 証 ） 研 究 機 開 発 対 応

計 測 手 法 開 発 （計 測 ｼｽﾃﾑ・伝 播 解 析 技 術 開 発 ） 計 測 手 法 ・解 析 技 術 検 証 と 改 良 （ｼﾐｭﾚｰﾀ・既 存 機 を 用 い た

予 測 ・計 測 手 法 開 発 （騒 音 計 測 ｼｽﾃﾑ・予 測 技 術 開 発 ） 計 測 シ ス テ ム 検 証 と 改 良 （既 存 機 を

抵 抗 低 減 技 術

複 合 材 構 造 適 用 技 術

研 究 機 適 用 評 価 （適 用 部 位 検 討 ・構 造 要 素 試 作 評 価 ）

実 機 ｺﾝｾﾌ ﾟﾄの 適 用 評 価 （実 機 実 大 部 分 構実 機 構 造 様 式 検 討

耐 熱 複 合 材 料 特 性 ﾃﾞｰﾀ取 得 （試 験 片 ／ 構 造 要 素 試 作 ）

研 究 機 ﾌﾗｯﾀ特 性 評 価 （解 析 ・風 試 等 ） 研 究 機 開 発 対 応

実 機 ﾌﾗｯﾀ特 性 予 測 （解 析 ・風 試 等ﾌﾗｯﾀ予 測 技 術 開 発 （高 精 度 化 ）

実 機 概 念 研 究 （機 体 ｺﾝｾﾌﾟﾄ設 定 ・適 用 先 進 技 術 効 果 検 証 等 ）

ソ ニ ッ ク ブ ー ム 受 容 性 評 価 手 法 開 発 （ｼﾐｭﾚｰﾀ整 備 等 ）

自 然 層 流 翼 設 計 手 法 の 高 度 化 ・汎 用 化 ／ 自 然 層 流 機 首 ・胴 体 ｺﾝｾﾌﾟﾄ研 究 機 へ の 適 用
評 価

実 機 へ の 適 用 評 価 （風 試 /ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ等 に よ る 検 証 ・

乱 流 摩 擦 制 御 の 調 査 ・適 用 研 究 実 機 へ の 適 用 評 価 （風 試 /ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

離 着 陸 性 能 改 善 技 術

３次 元 後 縁 ﾌﾗｯﾌ ﾟ効 果 検 証 （風 試 等 ） 実 機 へ の 適 用 評 価 （形 状 設 計 ・風 試 /ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ等 に よ る 検 証 ・評 価 ）

可 変 ｷｬﾝﾊ ﾞ等 先 進 ｺﾝｾﾌﾟﾄの 調 査 ・適 用 研 究 実 機 へ

低 速 高 迎 角 流 れ 解 析 技 術 の 高 度
化

ﾌﾗｯﾌ ﾟ等 形 状 設 計 最 適 設 計 ﾂｰﾙ開 発 ・高 度 化

複 合 材 低 ｺｽﾄ製 造 /成 形 技 術 開 発 （構 造 要 素 試 作 等 ）

研 究 機 開 発

▼ 中 間 評 価▼ 事 前 評 価 #1

▽ Ｃ Ｄ Ｒ▽ Ｐ Ｄ Ｒ

▼ 事 前 評 価 #2

ＦＹ２０１２ ＦＹ２０１３

平 成 ２５年 度平 成 ２４年 度平 成 ２３年 度

ＦＹ２０１１

技 術 目 標 達 成 評 価

技 術 目 標 達 成 評 価

対 応

飛 行 実 験 （含 ：準 備 作 業 ）

検 証 評 価 ）

験

ﾝに よ る 検 証 ・評 価 ）

既 存 機 を 用 い た 飛 行 実 験 ）

と 改 良 （既 存 機 を 用 い た 飛 行 実 験 ）

受 容 性 評 価 分 析

実 機 実 大 部 分 構 造 試 作 ・評 価 に よ る 実 証 ）

開 発 対 応

測 （解 析 ・風 試 等 ）

技 術 目 標 達 成 評 価

ﾝ等 に よ る 検 証 ・評 価 ）

風 試 /ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ等 に よ る 検 証 ・評 価 ）

実 機 へ の 適 用 評 価 （風 試 /ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ等 に よ る 検 証 ・評 価 ）

高 度 化

研 究 機 開 発 対 応

▽ 開 発 完 了 審 査

成 果 評 価 ▼

（参考） 技術研究スケジュール詳細（１／２）
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マイルスト－ン

ＦＹ２００６

平成２

ＦＹ２００７ ＦＹ２００８ ＦＹ２００９ ＦＹ２０１０ ＦＹ２

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

研究機・飛行実験システム開発

実機概念研究（機体ｺﾝｾﾌﾟﾄ設定・適用先進技術効果検証等）

▼中間評価▼事前評価#1

▽ＣＤＲ▽ＰＤＲ

▼事前評価#2

ＦＹ２０１２ ＦＹ２０１３

平成２５年度平成２４年度平成２３年度

ＦＹ２０１１

飛行実験（含：準備作業）

技術目標達成評価

▽開発完了審査

成果評価▼

制
御
技
術
分
野

推
進
技
術
分
野

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
設
計
・
解
析
技
術

飛 行 制 御 技 術

研 究 機 航 法 誘 導制 御 技 術 開 発 （解 析 ・模 型 機 飛 行 実 験 での 検 証 ）

研 究 機 飛 行 実 験ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

実 機 適 用 性 検 討

研 究 機 開 発 対 応

実 機 ｺﾝｾﾌﾟﾄの 適 用 評 価（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによる検 証 ・評

飛 行 解 析 ツー ル開 発

ノズ ル 技 術

イン テー ク技 術

実 機 へ の 適 用 評 価 （ノズル設 計 ・解 析 ・ATF試 験 ・屋 外可 変 機 構 付 低 騒 音ﾉｽﾞﾙ概 念 検 討 （地 上 試 験 ・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ等 ）

研 究 機 ｲﾝﾃｰｸ設 計 評 価（形 状 設 計 ・解 析 ・風 洞 試 験 等 による評 価 ）
研 究 機 開 発 対 応

可 変 制 御 ｲﾝﾃｰｸ・エンジン統 合 制 御 技 術 開 発（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ・基 礎 試 験 等 ） 実 機 へ の 適 用 評 価（解 析 ・風 試 ・ATFｴﾝｼﾞﾝ
価 ）

低 騒 音 ｲﾝﾃｰｸ技 術 開 発（解 析 ・風 試 ・屋 外 ｴﾝｼﾞﾝ試 験実 機 ｲﾝﾃｰｸｺﾝｾﾌﾟﾄ検 討（設 計 ・解 析 等 ）

MDOシステム検 討 MDOシステム開 発 （CAD・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ構 築 ）

多 目 的 最 適 化 ツー ル の 高 度 化

多 分 野 統 合 解 析ツー ル （空 力 ・構 造 ／ 空 力 ・音 響 ）の 高 度 化

（汎 用 化 ：汎 用 ソフト構 築 ）

（高 忠 実 度 化 ：パ ネル 法 → オイラー 解 析）

（高 忠 実 度 化 ：静 的→ 動 的 /２次 元 → ３次 元 ）
（自 動 化 ：CAD/CFD/CSD連 成 解 析 の インタ
築 ）

設 計 空 間 の 拡 大

解 析 ツ

研 究 機 形 状 設 計 へ の適 用 作 業（設 計 ・解 析 ・デー タ生 成 等 ） 研 究 機 開 発 対 応 （ex.ジグ形 状 生 成 等 ）

多 目 的 最 適 化 設 計 技 術

多 分 野 統 合 解 析 技 術

技 術 目 標 達 成 評 価

技 術 目 標 達 成 評 価

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

ﾝによる検 証 ・評 価 ）

ATF試 験 ・屋 外 試 験 等 ）

風 試 ・ATFｴﾝｼﾞﾝ統 合 試 験 等 による実 証・評
価）

屋 外 ｴﾝｼﾞﾝ試 験 等 による検 証 ・評 価 ）

▽基 本 システム 構 築
　

（CAD/CFD/CSD自動解析
ツール+最適化ツール）

２次 元 → ３次 元 ）
成 解 析の インター フェース構

間の 拡 大

解 析 ツー ル汎 用 化

）

コアソフトｳｴｱ
パッケ ージ化

（参考） 技術研究スケジュール詳細（２／２）
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